
2013年度 2021年度 2022年度 2023年度

総世帯数 56,929 62,395 62,816 62,895

加入世帯数 25,073 22,300 22,148 21,887

加入率 44.0% 35.7% 35.3% 34.8%

町会･自治会数 77 72 72 72
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司 法 書 士 藤 原 康 弘 事 務 所
小金井市東町４－38－28－101 ☎042-386-7781

相続・遺言・登記手続き等お気軽にご相談ください。

外来診療☎042-386-3757
健康診断・人間ドックあり
月～土曜8:30～17:30(日祝休診）

新 鮮 な お 魚 を
皆 様 の お 手 元 に
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“旬の和食”和モダンな雰囲気でゆったり食事

東町 4-38-24 ☎ 042-382-8182
旬料理 一心
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菊田歯科医院
小金井市梶野町5-9-7 ☎042-381-9382（木・日・祝休診）

月･火･水･金･土9時～12時 14時30分～18時（土14時～17時）
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急 な 宿 泊 客 ☆ 学 校 の 合 宿

幼稚園のお泊り行事☆保育所のお昼寝など

～子ども用から大人布団まで品揃え多数～
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N I C Tオープンハウス開催

技術展示は90タイトル！加入者数減止まらず

電話０４２-３８３-３０３１ メール shiminundo@gmail.com

教 育 経 験 ･ 指 導 力 あ る
質 の 高 い 外 国 人 講 師 が 担 当 制 で 指 導

プラごみ

減 量 環境を守る決意を

町会、自治会の加入者数減に歯止めがか

からない。小金井市の総世帯数に対する町

会･自治会加入率は2013年度の44％から23

年度には34.8％まで下落した(右下表参照)。

人口増に伴い世帯数は10.4％増えたが、加

入者は3186人減少した。都が昨年実施した

「町会･自治会活動に関する調査」では、

加入率を把握している都内44自治体のうち、

19が加入率40％未満だった。

都民5000人に聞いた調査によると、加入

しない理由のトップは「付き合いが面倒」

の30.5％、次いで「加入しなくても困らな

い」が29.5％。一方「町会や自治会がある

のか分からない」との理由も25.6％あった。

「加入している」と答えた人の割合を年代

別に見ると、70代以上は75.3％だが30代は

24.4％。高齢化も課題となっている。

小金井市では「市報やホームページ、広

報掲示板などで周知し、加入を呼びかけ、

町会、自治会に活動活性化につながる助成

金などの情報を提供。

今後SNS(市のLINE)

の活用や転入者に向けた不動産店舗での加

入促進チラシの配布なども検討している」

(市企画財政部)。開催中の市議会一般質問

で村山秀貴市議(みらい)は、市は集合住宅

の居住者数などの「現状把握が足りない」

と指摘。市長に「本気で加入率向上に取り

組む覚悟はあるか」と質問。白井亨市長は

「危機感を持っている」「市の施策として

位置づけるべき課題だ」と答えた。

町会、自治会は防災や防犯力強化、行政

サービスの補完に役立つとされる。「加入

の検討をしたら」との声が多く聞かれる。

「 危 機 感 を 持 っ て い る 」

国立研究開発

法人情報通信研

究機構(NICT、小

金井市貫井北町

４)は28、29日に

施設一般公開イベ

ント「オープンハウス2024」を開催する。

初日はビジネス向け、学生･一般向けは２日

目で約90タイトルの技術展示、トークセッ

ション、探検ツアー、「南極ゆうびん」を

実施(要事前申込イベントあり)。初日の徳

田英幸NICT理事長の基調講演や落合陽一･筑

波大学デジタルネイチャー開発研究センター

長/准教授の特別講演はオンライン視聴可能。

●問合せ：「NICTオープンハウス2024」事

務局 open-house-2024@ml.nict.go.jp 事前

申込等は以下の公式サイトへ https://www2.

nict.go.jp/publicity/openhouse/2024/

昨年のイベントの様子

（ コ ス モ 教 育 セ ン タ ー ）

Ｔ Ｅ Ｌ ( 代 ) ０ ４ ２ - ３ ８ ３ - ６ ４ ６ ４

Ｅメール easternjk@cosmo-kyoiku-center.jp

詳 し く は こ ち ら ま で

コ ス モ 教 育 セ ン タ ー の
ネ イ テ ィ ブ 英 会 話 ！

欧州連合(ＥＵ)が2030年に包装廃棄物を

５％減らす規制案を可決するなど、使い捨

てプラスチック製品の禁止への動きは世界

で拡大している。小金井市は市役所第二庁

舎や公民館など市内15カ所にペットボトル

のふたの回収ボックスを設置している。

また、セブン-イレブンと協力し、昨年

から市内13店舗の店頭でペットボトルの回

収事業を実施(写真右)。ペットボトル５本

につき１nanacoポイントが付与される。

第二庁舎、宮地楽器ホール、公民館、野

川クリーンセンターなどにはウォータース

タンドを設置。マイボトルを持参すれば給

水が可能だ。「家計の

節約にもなる」(市ごみ

対策課減量推進係)。

これからの季節、水

分補給は欠かせないが、

「環境を守ろう」とい

うＥＵの声にも配慮を。

市内各所で回収中

◎身近なみどりフォトコンテスト2024 以下
のロゴフォームに写真(最大容量1.8MB)をアッ
プロードし応募 https://logoform.jp/form
/pCd3/565499 応募締切6月16日(日)/問市環
境部環境政策課緑と公園係042-387-9860 E-
mail:s040199@koganei-shi.jp

小金井

の で空
「赴任先の新潟で2004

年、中越地震を経験し

ました。被災地の様子

を見て『こんなときこ

そドローンがあれば役

立つだろう』と思った

のが起業のきっかけで

す」と語る丹澤純さん（56・株式会社フラ

イト代表取締役・写真上）は、ゼネコン勤

務や建設コンサルタントを経て、ドローン

を使った情報共有の特許を取得。４年前に

ドローンによる建築物の点検や災害対応、

空撮の会社を設立した。

2021年には小金井市と「災害時における

無人航空機を活用した技術提供及び支援活

動に関する協定」を締結。この協定により、

市内では災害時にドローンを活用した被災

状況の調査等が行える。また、５月12日に

開催した「令和６年度小金井市総合水防訓

練」（写真下）では、ドローンを使った訓

練に参加。

「岩手県

では崖崩

れで壊れ

た施設の

調査にドローンの要請があったことも」と

丹澤さん。「今後は小金井の企業、さらに

日本全国のドローン活用に興味がある企業

や自治体と連携していきたい」と語った。

株式会社フライト

https://flight-drone-jp.com/

※市公表の資料より本紙作成。各年度の10月時点

小金井市 町会 ･ 自治会加入状況

「赤穂浪士の討入りと国学者荷田春満」
カダノアズママロ

令和６年 小金井史談会定期講演会
講師:根岸茂夫先生(小金井市史編纂委員長

･國學院大学名誉教授)/時7月1日(月)10:00～

11:30(開場9:30)/所小金井宮地楽器ホール

小ホール/問090-4078-5792(嵯峨山) 小金井

史談会HP「お問合せ」で申込可(要氏名･町名

･電話番号) https://koganei-sidankai.com/

※定員80人予定(要申込)、申込締切6月21日

(金)、資料代300円。

梶野町会が協

力する防災が

テーマの梶野

公園まつり

広告新規募集！
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